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自主防災訓練が行われました 
 １０月 29 日（日）に老人憩いの家にて、防災委員を中心に、

総勢４８名の方が参加して、座間消防署のご協力・ご指導の下

で、自主防災訓練が行われました。 

初めは、①消防車の到着が遅れる時の「軽可搬ポンプを使っ

ての消火訓練」です。訓練を希望する方にチームを組んでもら

い、ポンプの稼働と、それを用いての放水を実際にやってみて

もらいました。 

次は、②家庭での初期消火となる「水消火器による消火訓練」

です。全員の方に的に向かって噴射してもらいました。 

最後は、③意識が無く心肺も停止している人への「胸骨圧迫

による心肺蘇生訓練」です。ここでも訓練を希望する方にチー

ムを組んでもらい、胸骨圧迫のやり方、１１９番通報のし方、

ＡＥＤの使い方について実際にやってみてもらいました。 

座間消防署の方の「イザとなったら、できないものです。で

きないから、繰り返し繰り返し訓練することが大切なのです。」

との講評を頂き、自治会所有の防災食を炊き出して、お持ち帰り頂きました。 

 

地区社協主催の「敬老ふれあい会食会」が４年振りに開催され
ました 
１２月３日（日）に老人憩いの家にて、コロナ禍で中止と

なっていた、地区社協主催の７７歳以上の方を対象とした「敬

老ふれあい会食会」が４年振りに開催され、総勢約５０名の

方が参加されました。 

会は加藤会長の挨拶で始まり、「座間市福祉大会にて、当地

区社協が設立以来２４年間の活動による功績が認められ、表

彰されました。」との報告もありました。 

会食はお惣菜、ご飯以外にも、女性役員や民生委員の方々

が手作りした汁物や酢の物などが盛り沢山に彩られ、再会の

喜びや近況の報告などで、話も大いに弾んでいました。 

食後は婦人会の案内役でのステージとなり、お口の体操か

ら始まって、１０曲以上の色々な曲を全員が声を出して、唄

い合いの大合唱をしました。 

最後はポインセチアやシクラメンなどの季節の花の鉢植え

を景品としたビンゴゲームを行い、ご自分の好きな花を探して、お持ち帰り頂きました。 
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